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●八千代の人口
19万4,104人� （＋44人）
男 9万6,171人� （＋33人）
女 9万7,933人� （＋11人）
●八千代の世帯
8万3,267世帯� （＋33世帯）
11月末現在。（ ）内は前月比

▲製鉄炉に大量の木炭と市内で採れた砂鉄を交互に投入。1,400度近い高温で熱すると、酸化していた鉄が溶け不純物と分離されて、炉の底にたまります

　12月３日、八千代市郷土歴史研究会主催の製鉄復元実演が黒沢池近隣公園で行
われました。この公園に隣接する台地上一帯は「沖塚遺跡」と呼ばれ、古墳時代
と考えられる製鉄遺構が出土しています。平成２年～４年に東葉高速鉄道の建設
に先立って発掘調査が行われ、建物跡から製鉄炉が発見されました。
　鉄づくりには、①高温で鉄鉱石を溶かし還元する「製錬」、②製錬で出来た鉄（荒
鉄）から不純物を取り除く「精錬」、③精錬で出来たものから鉄器を作る「鍛練」の
工程があり、沖塚遺跡の遺構は②の精錬炉と言われています。しかし、精錬の原料
となる荒鉄の産地がわからず、なぜここで製鉄を行えたのか謎に包まれています。

今号の紙面から
◆第２斎場の新たな建設予定地が
　決定しました………………………２
◆人事行政の運営等の状況……２～３
◆図書館ワークショップを
　開催しました………………………４
◆事業仕分けの結果…………………５
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